
2017年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL76317A16）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ウズベキス
タン G101 青少年活動 個別 新規 2年 ・2017/3 ・2018/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

国民教育省

2）配属機関名（日本語）

タシケント173番学校

3）任地（ タシケント市 ） JICA事務所の所在地（ タシケント市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は首都にある9年制の小中一貫校。1962年設立。首都タシケント市内のロシア人が多く居住する地域に位置する
が、同校ではウズベク語で授業が行われている。生徒数約750名、教職員数約50名。2部制で授業が行われており、生徒
は学年によって8:00-13:00、13:15-17:00に授業を受けている。課外活動としてのクラブ活動が盛んで、バスケットボー
ルやバレーボール、テコンドー、ダンス等のスポーツ系、音楽やIT、工作、チェスなどの文化系のクラブが合計約20開
設され、生徒はそれぞれ興味のあるクラブ活動に参加している。各クラブ活動は週に2-3日実施。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同校は生徒の国際的な視野および将来の進路の選択肢を広げることを主な目的として、1年生から週3コマ(1コマ40
分)、5年生からは週5コマの英語の授業に力を入れている。現在は8名の現地人英語担当教師全員が正規授業の他に、課
外活動の英語クラブにおいても英語に興味のある生徒に対して指導している。配属先は、英語を通して国際的な視野を
養うという意味において、現地人講師とだけではなく外国人とコミュニケーションをとることも重要であると考えてお
り、JICAボランティアの要請に至った。また、英語だけでなくスポーツや日本文化紹介等を通して、生徒が外国人と接
することで、異文化に触れる機会を増やすことが期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 主に課外活動としての英語会話クラブを担当する(正規の授業に入る可能性もある)。 基本的にクラブ活動は1人で、正
規授業の場合は同僚と一緒に担当。
2. 自分の得意な分野(音楽やスポーツ等)の課外クラブ活動の企画・実施。 現在開講されているのは生物、数学、物理、
コーラス、IT、工作、バスケットボール、バレーボール、テコンドー、チェス等。重複でも新たなクラブでも可。
3. 日本文化紹介クラブ・イベントの企画・実施
4. その他配属先の求める業務
クラブ活動は13:00以降に開講されるものが多い。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

インタラクティブ・ホワイトボード、プロジェクター

4）配属先同僚及び活動対象者

同僚:
英語担当教師8名 全員女性 経験2-16年

活動対象者:

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


1-9年生の生徒

5）活動使用言語

ウズベク語

6）生活使用言語

ウズベク語

7）選考指定言語

英語(レベル:A)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（ステップ気候）　気温：（-20～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
英語以外にクラブ活動で指導できるものがあること。
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